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【11量子スピン系の理論的研究  














（2）量子スピン系におけるフラストレーション効果   
a）△観の研究．Ⅰ（久保 健）［論文2：講演10，16］  
近年、フラストレーションの最も強く働いているスピン系における量子効果に関心が集   
まっている。このような系の最も簡単な例で、fully frustrated systelnである△鎖につい   
ての研究を昨年度に引続いて行った。この系の励起状態をある変分法で調べた。この変分   
関数による励起エネルギーは政教によらず、変分閑散のひろがりと共に、以前数値計算で   
求められたエネルギーギャップの値に近づくことがわかった。   
b）△鎖の研究．Ⅱ（中村兢太）［講演36］  
△鎖の低温での振舞いは、低励起状聾の巨視的な縮退によって比熱にダブルピークが出   
るなどの異常を示す。この現象を理解するために、まず数値的対角化法を用いて低励起状   
態のエネルギーギャップの波数およぴサイズ依存性を調べた。さらに量子モンテカルロ法   
により直接比熱を測定することも試みた。このとき生じる負符号問題は、表現基底を二つ   
のスピンを対角化する表示にとってモンテカルロを行なうことによりある程度解決できる   
ことを示した。  
本研究は次年度に継続する。  
（3）量子転送行列法の一次元量子スピン系への応用（久保 健）［論文3］  
量子転送行列法を各種の一次元量子スピン系に応用し、それらの系の低温における性  





（1）金属磁性の理論   
a）hubbard模型と金属強磁性（久保 健、根本幸児）［講演25．30］  
昨年度に引続きU＝0＞ nubbard模型の高温展開による研究を行った。1irLe graph上の系  
ばかりでなく、代表的な立方格子についても、帯磁率の展開項を12次までもとめた。そ  
の結果の解析はまだ実行途中であるが、有限温度における強磁性転移の存在をはっきり  


















と状態密度、†．。：S－fクーロン相互作用のs渡部分）。   
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【31低温物理学の多体問題的研究（宗田敏堆）   







いる。   
b）二次元3He－4He混合液の相分離曲線【講演29］  
二次元3tIe－4He混合液がFIeの成分比Ⅹと温度Tとの相国を、bosonとfermionの励起と  
の合成系の素励起の安定性の議論と密度の揺らぎの満足する圧縮率Sum ruleを用いて求  
める。相国はⅩを横軸、Tを縦軸にとると、上に凸な相分離曲線（曲線の内部は相分離  
を示す）が得られ、3Heの濃度Ⅹが引用で温度Tが0．85Eの付近に最大値を持ち、OEでは三  










（1）±Jスピングラス横型における緩和過程（高山 －、根本幸児）   











スオーノヾ・－は観測にはかからないこと巷明らかにした。   
b）三次元±Jハイゼンベルグ模型における臨界緩和とクラスター緩和……緩和時間分布に  
よるアプローチ［論文11：講演6，8，15．21．24，28］  
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